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公差解析ソフトウェア公差解析ソフトウェア 3DCS  3DCS  のご紹介のご紹介



公差解析のこれまで と これから

■これまでのやり方■これまでのやり方

となる。

２次元図面出図

測定箇所に影響すると
考えられる公差を選定

“手計算”による公差解析

構造・機構解析etc３Dモデル作成

２次元図面出図
３Dモデル

作成

3Dモデル上で

公差設定

“ソフトウェア”による

公差解析

■これからのやり方■これからのやり方

3Dﾓﾃﾞﾙが有効活用
出来ていない!!



CATIA V5CATIA V5上で動作する上で動作する33次元公差解析ソフト！次元公差解析ソフト！

設定公差を積み重ねたときに製品が
どのくらいばらつくかを予測する解析

設定公差を積み重ねたときに製品が
どのくらいばらつくかを予測する解析

3DCSとは？



① 3DCSの定義内容が実製品のものづくりに直結する

・Move(組み付け) → 組付仕様書/工法書
・Tolerance(公差付与) → 図面
・Measure(検査箇所定義) → 検査基準書

② 短時間で大量生産出来る（バーチャル）

→品質データを作りやすい

技術検討をする際の明確な根拠となる

（品質管理上；サンプル３０個以上）

どんなことが出来る？

③ 複数の設計案を評価することが出来る

例 寸法 公差 組み付け順序 位置決め ピンサイズ 位置精度 狙い値 判定

1, Case1 Y1 ±1.0 P1-P2-P3-j ABC φ10.5 ±0.05 20～22 OK ○ ○ × ×

2, Case2 Y1 ±1.5 P2-P3-P1-j ACB φ10.5 ±0.1 20～22 NG

3, Case3 Y1 ±0.7 P3-P1-P2-j BAC φ10.5 ±0.05 20～22 OK × × ○ ○

4, Case4 Y2 ±0.5 P2-P1-j-P3 BCA φ11.0 ±0.1 20～22 NG

5 Case5 Y2 ±1 0 P1-P2-j-P3 ABC φ11 0 ±0 05 20～22 OK

開発
期間

作業性
総合
判定

Tooling すきまの計算結果
投資 コストNo 試験仕様

Design Process



ヒストグラムからのデータ

確率分布曲線からのデータ

（統計的品質管理）

（統計学）

品質管理の手法を用いて計算結果を出力品質管理の手法を用いて計算結果を出力

統計データによる結果の出力

3DCSシミュレーション結果のレポート



３３ＤＣＳの特徴ＤＣＳの特徴

CATIA V5CATIA V5環境への統合環境への統合

抜群のビジュアル性抜群のビジュアル性

FT&AFT&A（（V5 V5 モジュール）の活用モジュール）の活用

寄与度解析のビジュアル化寄与度解析のビジュアル化

Geo FactorGeo Factorで形状要因の解析で形状要因の解析



CATIA V5環境への統合

CATIA V5CATIA V5の他のワークベンチと同じ方法でアクセス可能の他のワークベンチと同じ方法でアクセス可能

データ変換の必要なし！データ変換の必要なし！



抜群のビジュアル性

CATIACATIAのモデルを用いてばらつきを視覚的に捉えることが可能のモデルを用いてばらつきを視覚的に捉えることが可能

製造プロセスをビジュアルに実証可能製造プロセスをビジュアルに実証可能



FT&Aの活用

３Dモデル

作成

3Dモデル上で

注釈公差設定
読み込み

FT&A（Functional Tolerancing & Annotation）
CATIA V5モジュールの1つで
3Dモデル上に注釈を書き込む機能

CATIA V5CATIA V5におけるにおけるFT&AFT&Aの読み込みが可能の読み込みが可能

3DCS3DCS上で新たに公差を設定する必要無し上で新たに公差を設定する必要無し !!



寄与度解析もビジュアルに

測定箇所における公差の寄与度を順位別で測定箇所における公差の寄与度を順位別で3D3Dモデル上に表示可能モデル上に表示可能

寄与度解析結果例



同じ単品精度でも形状の位置によって検査箇所への影響度が変わる

測定した箇所の結果に対して
幾何的な要因による影響を調査する解析

Geo Factorで形状要因も解析

GeoFactor解析とは

Geo factor値：1.09Geo factor値：2.21

1.0   A  B  C
測定箇所

部品とアセンブリの幾何的要因を評価し部品とアセンブリの幾何的要因を評価し 設計検討に貢献することが可能設計検討に貢献することが可能



3DCS3DCS解析適用例ご紹介解析適用例ご紹介
～サスペンション解析～～サスペンション解析～



自動車における、サスペンション廻りは、「走る・曲がる・止まる」
といった走行性に関わる重要な部位となります。
各部品に公差、組付け情報を与え、公差が“組み付ける”上で
サスペンションの性能にどのように影響するかを解析します。

自動車分野での解析適用例

サスペンション廻り解析サスペンション廻り解析



自動車の正面から見たときのタイヤの傾き角度のこと

役割：
ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ（ﾊﾝﾄﾞﾙ)の操舵性をよくするためのもの

ｷｬﾝﾊﾞｰ角とは？ｷｬﾝﾊﾞｰ角とは？

サスペンションの性能とは・・・？

ｷｬｽﾀｰ角とは？ｷｬｽﾀｰ角とは？

自動車のタイヤを側面から見たときのｷﾝｸﾞﾋﾟﾝ軸の傾き角度のこと

役割：
車両の直進安定性をよくするためのもの



Step 2Step 2
アセンブリアセンブリ
（組付け）定義（組付け）定義

Step 3Step 3
公差定義公差定義

Step 4Step 4
測定箇所定義測定箇所定義

Step 5Step 5
解析解析

オペレーションワークフロー

Step 1Step 1
3DCS3DCS解析用解析用
要素作成要素作成

正面視



解析結果の評価

・要求品質を満足しているか？

・品質上、特に注意すべき部品の選定
・公差値の見直し

・品質上、特に注意すべき部品の選定
・組付け工順の再検討
・公差値の見直し

NoYes

ｷｬﾝﾊﾞｰ角の測定
ｷｬｽﾀｰ角の測定

ｷｬﾝﾊﾞｰ角の寄与度調査
ｷｬｽﾀｰ角の寄与度調査

ｷｬﾝﾊﾞｰ角の寄与度調査
ｷｬｽﾀｰ角の寄与度調査

過剰品質防止!!
不良品削減!!



まとめ

品質向上（過剰品質防止）品質向上（過剰品質防止）

•製造品質を定量的に予測し、その結果を持って設計品質を作りこむ
（図面の質向上）

QualityQuality

投資・コストの低減投資・コストの低減

•設計公差値、設備条件を効果的に管理することにより
ムリ・ムラ・ムダのない製品条件を導く

CostCost

開発期間の短縮開発期間の短縮

•3次元データ有効活用による製品開発の一気通貫で
上流/下流工程間のデータ・アウトプットの情報共有が実現可能

DeliveryDelivery


